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　相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
を
活
用
し
、
誰
も
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
、
学
校
や

企
業
等
へ
の
福
祉
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
共
生
社
会
』
を
ま
な
ぶ

　上
溝
南
中
学
校
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
担
当
の
先
生
と

と
も
に
『
共
生
社
会
』
を
ま

な
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

ま
し
た
。
身
近
な
地
域
で
暮

ら
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る

方
の
生
活
を
知
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
を
持
つ
人
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
視
覚
障
が
い
当

事
者
で
あ
る
芥あ

く
た
が
わ川

文ふ
み

男お

さ
ん

に
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
か
ら

　芥
川
さ
ん
は
、
病
気
で
視

力
を
失
い
ま
し
た
。
『
中
途

失
明
』
の
方
は
、
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
対
応
で
き

ず
、
孤
立
し
て
し
ま
う
方
も

い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
芥

川
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
サ
ポ
ー
ト
で
外
出
や
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
同
じ
境

遇
に
あ
る
人
が
孤
立
し
な
い

よ
う
、
相
模
原
市
視
覚
障
害

者
協
会
で
相
談
を
受
け
る
活

動
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
い
き
い
き
と
生
活
を
送

る
芥
川
さ
ん
の
お
話
に
、
生

徒
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
「
生
活
の
な

か
で
困
り
や
す
い
場
所
は
あ

り
ま
す
か
？
」
と
の
質
問
に

対
し
、
芥
川
さ
ん
は
「
信
号

が
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
が
分

か
り
づ
ら
い
で
す
。
ま
た
、

駅
な
ど
で
場
所
が
分
か
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

困
っ
て
い
そ
う
だ
っ
た
ら

『
何
か
お
困
り
で
す
か
』
と

声
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
日
常
の
な
か
の
思
い
や

り
の
気
持
ち
が
、
誰
か
の
安

心
し
た
生
活
に
つ
な
が
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。

　授
業
終
了
後
、
生
徒
た
ち

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

手
助
け
が
で
き
る
と
分
か
っ

た
」
、
「
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
声
を
か
け
た
い
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。企業への

福祉教育活動を
ブログに掲載中

生徒の前で話す芥川さん

視
覚
障
が
い
の

疑
似
体
験
も
実
施

募
金
で
福
祉
の
種
ま
き
を

　福
祉
教
育
で
子
ど
も
た
ち

の
心
に
ま
か
れ
た
福
祉
の
種

が
、
10
年
、
20
年
後
の
相
模

原
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　10
月
１
日
よ
り
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
募
金

活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
問
）

市
社
協
総
務
課
☎
０
４
２
・

７
３
０
・
３
８
８
８

地
域
に
種
ま
く
福
祉
教
育

～
10
月
1
日

　赤い
羽
根
共
同
募
金
が
は
じ
ま
り
ま
す
～

市社協からのお知らせ

日時(所要時間は、1時間半程度) 会場
10月4日㈮ 午後1時30分～
10月11日㈮ 午後1時30分～
11月13日㈬ 午前10時30分～

南区合同庁舎 3階講堂
緑区合同庁舎 4階集団指導室
あじさい会館 6階展示室

○入会説明会（要予約）　利用会員・援助会員希望者

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”
『入会説明会』『援助会員講習会』開催

　説明会と同じ内容の動画をご自宅等で視聴し、利用・援助会員に登
録することもできます。詳しくはホームページをご覧ください。

問合 城山・津久井・相模湖・藤野地区に在住の方 ☎042-775-8601（緑区事務所）
中央区・橋本・大沢地区在住の方 ☎042-756-5098（市民活動係）
南区在住の方 ☎042-765-7065（南区事務所）

※各日程とも①～③の会場で開催します
（電話予約）

権利擁護無料相談会を開催します！

日時 11月26日(火)・12月24日(火)　午後1時20分～4時
弁護士による財産・相続・人間関係の困りごと・成年後見制度利用などの相談会

対象 高齢者・障がいのある方とその家族(1人40分間)
場所 あじさい会館
申込 電話による事前申込み　☎042-756-5034

（11月26日開催分は10月1日、12月24日開催分は11月1日より受付）
さがみはら成年後見・あんしんセンター問合

第17回『介護の日フェアinさがみはら』

相模原市自治会連合会詳しくは、

自治会に加入しよう！相模原市自治会連合会からのお知らせ
　大きな災害が起こったときや、日頃安全に安心して暮らすための支えとなる「地
域の力」。その中心的な役割を担っているのが自治会です。
　さらに自治会に加入すると、市内を中心に自治会員応援店でお得な特典を受
けることができる「自治会員専用割引（JichiPass）」が配布されます。

相模原市自治会連合会
☎042-753-3419

問合“ふれあいサービス協力会員”『入会説明会』開催

説明会参加予約はこちらから（電話・メールでも予約可能です）

〈協力会員〉20歳以上/資格不要/謝礼： 活動1時間 800円

日時 会場
10月28日（月）　午前9時30分～午後3時
10月29日（火）　午前9時30分～午後3時30分
10月31日（木）　午前9時30分～午後4時

1日目
2日目
3日目

南区合同庁舎
3階講堂

〇援助会員講習会（3日間・要予約）  対象：援助会員希望者  ※保育定員あり
　講習会受講の前に入会説明会に参加してください。

相模原市ファミリー・サポート・センター事務局
☎042-730-3885  {famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

　日常生活にお困りの方に対し、掃除や洗濯、買い物などの家事援助や、通院、散歩
の付添いなどを担っていただく協力会員を募集します。

日時 10月26日(土) 午前10時～午後4時（受付：9時30分～）
場所 相模原市民会館３階第１中会議室 定員 15人程度
申込 二次元コードを読み取り、メールに「お名前」「年齢」「連絡先」

を記入の上、お申込みください。
問合 中央ボランティアセンター　☎042-786-6181

災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催
　災害ボランティアセンターでの、ボランティアの受入れや被災者のニーズ把握、
両者のマッチング等の役割を担う活動者を養成する講座です。

相模原市社協  正規職員募集中（１０月９日まで）

※福祉関連の資格は不要です
　詳細はホームページで

たくさんの『笑顔』に出会える仕事が、ここにある

問合

　ファミリー・サポート・センターは「子育てをお手伝いしてほしい人」（利用会員）と
「子育てをお手伝いしたい人」（援助会員）が会員となって、地域の中で安心して子育て
ができるように支援する有償の制度です。

日時 12月1日㈰午後１時～４時 場所 ユニコムプラザさがみはら
内容 アロマオイル作り・福祉機器体験・骨密度測定等
問合（一社）相模原市高齢者福祉施設協議会　☎042-707-1136

日時（1時間程度） 会場
10月16日㈬午後1時30分～
11月15日㈮午前9時30分～
12月12日㈭午後1時30分～
R7年1月17日㈮午前9時30分～

①緑区合同庁舎・緑区内各総合事務所
②あじさい会館③南保健福祉センター
※各日程とも①～③の会場で開催します
（電話予約）

福祉情報ポケット
バオバブ感謝祭～日頃の感謝をこめて～

10月31日（木）まで毎日。午前10時～午後5時
（日曜休業日あり。要問合せ）

日 時

あじさい会館1階場 所

☎042-757-6772問 合

内 容 市内の障がい者事業所による手作り製品販売
800円以上お買い上げの方には
「くじ引き」で買物券（1等2,000円分）などゲットの
チャンス。感謝祭限定のお菓子もあります。

認知症介護相談会　「ほっとタイム」

12月7日（土）　午後1時30分開演（午後１時開場）日 時
相模女子大学グリーンホール場 所

令和6年度　東日本大震災復興支援ふれあいのつどい

内 容 はいだしょうこ＆恵畑ゆう
「虹色の歌声♪～きっと明日はいい天気～」

申 込 ☎042-762-1015

①10月7日（月）・11月５日（火）②10月10日（木）・11月９日（土）
①②いずれも、午前10時30分～正午

日 時

①南保健福祉センター2階　情報交換ルーム
②けやき会館3階市民活動サポートセンター　会議室

場 所

内 容 認知症の御家族の介護にお悩みの方等、誰でも参加
できます！（無料）

申 込 ☎090-6044-5679
認知症高齢者家族の会　友知草の会（担当：徳田）問 合

認知症当事者から見える社会
12月7日（土）　午後2時～４時30分（受付１時30分～）日 時
相模原市民会館　第１大会議室場 所

内 容 ①丹野智文さん（若年性認知症当事者）講演会
②市内の若年性認知症当事者等座談会

申 込 三輪会（担当：浜井）　☎090-9153-5707

（福）清水地域福祉奉仕会ひよこ保育園（担当：清水）問 合

1,000円費 用

前売り券：2,500円（3才以上）  当日券：2,900円（3才以上）費 用

〒252-0236  相模原市中央区富士見6丁目1番20号  市立あじさい会館内

{info@sagamiharashishakyo.or.jp  HP http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
☎042（730）3888  FAX042（759）4382

発行

相模原市社会福祉協議会
社会福祉法人

広　報
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や
ま
な
み
五
湖
水
源
イ
ベ
ン
ト

コ
ス
モ
ス
や
百
日
草
の
花
摘
み
を

小
松
コ
ス
モ
ス
園
で
10
月
１
日
～
20
日

　小松
地
区
（
相
模
原
市
緑

区
川
尻
）
で
遊
休
農
地
活
用

の
一
環
と
し
て
植
え
ら
れ

た
、
毎
年
50
万
株
に
も
及
ぶ

コ
ス
モ
ス
が
人
気
の
「
小
松

コ
ス
モ
ス
園
」
。
秋
に
は
、

ピ
ン
ク
や
赤
紫
、
白
の
か
わ

い
ら
し
い
花
々
が
辺
り
一
面

に
広
が
り
、
中
に
は
黄
色
の

コ
ス
モ
ス
や
縁
取
り
模
様
の

コ
ス
モ
ス
な
ど
も
咲
き
、
秋

風
に
揺
れ
て
可
憐
な
姿
を
見

せ
た
り
と
、
訪
れ
た
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
る
。

　この
見
頃
に
あ
わ
せ
て
、

「
小
松
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

が
今
年
も
10
月
１
日
㈫
～
20

一
面
に
咲
き
揃
う
コ
ス
モ
ス

日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
。
時
間

は
、
午
前
10
時
～
午
後
３

時
。
会
期
中
は
、
コ
ス
モ
ス

と
百
日
草
、
ア
ケ
ビ
、
山
ブ

ド
ウ
の
摘
み
取
り
が
楽
し
め

る
ほ
か
、
５
、
６
、
12
、
13

日
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
も
体
験
で
き
る
。

　駐
車
場
有
り
（
約
50

台
）
。
問
合
せ
は
、
城
山
観

光
協
会
☎
０
４
２
・
７
８

３
・
８
０
６
５
。

ゲーム3
1650

相模ファーストレーン
中央区相模原8-4-15

☎042-755-1088
旧JN
ファミリーココ

至橋本
相模原駅

★
相模原駅入口

お1人様お1人様

キリヌキ持参で１枚５名様まで
有効期限は令和6年10月31日㈭まで

貸 靴
込み！

予約での利用不可
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リビング型葬儀ルームリビング型葬儀ルーム ―
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
式

場
が
あ
る
と
か

　は
い
。
ご
家
族
数

名
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
「
リ
ビ
ン
グ
型

葬
儀
ル
ー
ム
」
は
、

ソ
フ
ァ
や
テ
レ
ビ
な

ど
を
備
え
ご
自
宅
の

リ
ビ
ン
グ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
造
り
ま
し

た
。
同
じ
お
部
屋
で

葬
儀
を
行
い
、
食
卓

を
囲
み
、
ご
自
宅
の

よ
う
に
寛
げ
る
、
と

い
う
３
条
件
を
一
部

屋
で
す
べ
て
行
え
る

フロア貸切で
大切な人を送る

《お迎えから葬儀後まで自社スタッフが対応》

―
フ
ロ
ア
を
貸
切
に
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た

―
ご
安
置
に
も
対
応
し

て
い
る
そ
う
で
す
ね

の
が
特
長
で
す
。

湘和会堂相模原《自治パス割引》特典対象施設

　家族葬から縁の方々が集う葬儀まで趣の異なる
４式場から人数にあわせ選べ、フロア貸切で利用
できる「湘和会堂相模原」。施設の特長や取り組
みについて館長の嘉藤さんに話を聞きました。

縁ある人たちと送る1階式場は人数に合わせた広さに変更
できる。２階には数名の家族葬から対応する式場も完備

専用の「畳敷きのベッド」にご安置

貴殯室（きひんしつ）

浴室や寝具などアメニティも完備

フ
ロ
ア
入
口
の
玄
関

扉
で
階
段
な
ど
共
有

空
間
か
ら
の
視
線
や

音
を
遮
断
で
き
る
造

り
に
安
心
さ
れ
る
ご

家
族
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　控
室
に
は
浴
室
や

ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る

の
で
ご
自
宅
に
帰
る
こ

と
な
く
一
晩
中
付
き
添

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　は
い
。
当
館
に
は
貸

切
個
室「
貴
殯
室
」が
併

設
さ
れ
て
お
り
、
病
院

な
ど
か
ら
直
接
ご
安
置

す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ご
家
族
が
自
由
に

出
入
り
で
き
、
24
時
間

ご
面
会
が
可
能
で
す
。

お部屋を家族の思
うように使える 
上）自由葬でのレ
イアウト例
左）式後に同部屋
で会食をした例も

家族葬の
《一日葬プラン》
家族葬の

《一日葬プラン》

388,000円
（税込426,800円）
詳細はホームページへ

嘉藤館長

　は
い
。
ご
家
族
が

時
間
や
周
り
を
気
に

せ
ず
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
な
空
間
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

他社互助会のご利用
ご相談ください

メールでのご相談は ※匿名相談可しょうわ 相模原
毎日10～19時：館内見学承ります（個別相談も対応）

しょう　わ　かい  ど うおかげさまで3周年おかげさまで3周年

0120-24-81302
コールセンター

相模原市中央区相模原5-7-8

南口

●

●
みずほ銀行

●三菱
UFJ銀行

16
相模原駅入口 相模原署前

●
横浜銀行

さんはぜ通り

クリエイト

JR相模原駅
●相模更生病院 町田→←橋本

●相模原
警察署

自衛隊事務所前

西門

P完備

365日24時間対応

2024明治安田J3リーグ29

＠相模原ギオンスタジアム

相
模
原

９月21日今

　
治

11勝10分８敗　勝ち点43　６位（９月22日試合終了時点）

２-０

参加
無料

セミナー付き施設説明会
9 28●土13：00～ 先着20人

要事前予約

14：0014：00

13：0013：00「安心して暮らすための相続セミナー」

個別見学会

プルデンシャル生命保険・
エグゼクティブライフプランナープレミアムメンバー

プルデンシャル生命保険・
エグゼクティブライフプランナープレミアムメンバー

松本 崇氏松本 崇氏講師 

10/12土・23水現地説明会

｢

相
続
セ
ミ
ナ
ー
付
き
説
明
会｣

開
催

シ
ニ
ア
向
け
未
来
型
賃
貸
住
宅
『
ふ
れ
あ
い
の
杜 

さ
が
み
湖
』

　雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

相
模
湖
湖
畔
に
今
年
５
月
、

シ
ニ
ア
向
け
未
来
型
賃
貸
住

宅
『
ふ
れ
あ
い
の
杜 

さ
が
み

湖
』
が
誕
生
し
た
。

　地
元
企
業
の
ア
ル
プ
ス
技

研
グ
ル
ー
プ
で
介
護
事
業
を

営
む
ア
ル
プ
ス
ケ
ア
ハ
ー
ト

に
特
別
な
も
の
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら

れ
た
住
宅
で
、
元
気
な
う
ち

か
ら
入
居
で
き
る
希
少
な
施

設
で
も
あ
る
。

　自
然
散
策
や
渓
流
釣
り
な

ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め

る
場
所
と
し
て
人
気
の
高
い

相
模
湖
。
都
心
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
移
住
地
と
し

て
も
注
目
度
が
高
い
。
湖
が

一
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や

屋
上
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ

ア
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
も
あ

り
、
入
居
者
間
で
の
交
流
も

図
れ
そ
う
だ
。

安
心
し
て
暮
ら
す

　９
月
28
日
㈯
に
は
、
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
の
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
松
本
崇
氏
に
よ
る

「
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

相
続
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

（
無
料
・
要
事
前
予
約
・
先

着
20
人
）
。
そ
の
後
、
施
設

内
で
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
遺
言
や
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き

方
な
ど
、
相
続
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
学
べ
る
。

　ま
た
、
現
地
説
明
会
は
、

10
月
12
日
㈯
・
23
日
㈬
に
も

行
わ
れ
る
予
定
だ
。

ふれあいの杜
さがみ湖

相模湖東IＣ
相模湖
IＣ

相模湖駅

412

●

相模湖交流
センター相模湖 ★

（
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
）

が
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　高
齢
者
の
孤
独
や
孤
立
が

社
会
問
題
と
し
て
深
刻
化
す

る
な
か
、
「
元
気
な
高
齢
者

が
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
新
た
な
仲
間
と

共
に
過
ご
し
、
人
生
を
さ
ら

早
期
入
居
者
に
特
典

　同
施
設
で
は
入
居
者
を
募

集
中
。
早
期
入
居
者
に
は

『
前
払
金
５
％
割
引
』
や
、

施
設
が
医
療
連
携
す
る
森
田

病
院
の
特
別
室
で
10
万
円
相

当
の
健
康
診
断
が
無
料
で
受

け
ら
れ
る
『
プ
レ
ミ
ア
ム
人

間
ド
ッ
ク
』
の
特
典
も
。

　説
明
会
の
予
約
、
詳
細
・

問
い
合
わ
せ
は
4
０
１
２

０
・
１
９
７
・
４
３
３
。

■
ふ
れ
あ
い
の
杜 

さ
が
み
湖

（
運
営
会
社
：
ア
ル
プ
ス
ケ

ア
ハ
ー
ト
）
／
相
模
原
市
緑

区
与
瀬
４
２
９
の
１
／
相
模

湖
駅
徒
歩
10
分
／
５
階
建
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
全
33
室

ホームページ

施設紹介

YouTube動画

トレーニングルーム

フロント 最上階レストラン

ラウンジ

赤
間
二
郎
氏（
56
）

長
友
克
洋
氏（
53
）

熊
坂
崇
徳
氏（
42
）

中
村
圭
氏（
43
）

先
沖
仁
志
氏（
48
）

現新５氏の争いか
次期衆院選　新たな区割で

　新た
な
区
割
り
に
な
り
初
め
て
行
わ
れ
る
次
期
衆
院
選
で
、
神
奈
川
14
区

は
相
模
原
市
中
央
区
、
同
緑
区
、
愛
川
町
、
清
川
村
が
１
つ
の
選
挙
区
と
な

る
。
現
職
で
自
由
民
主
党
の
赤
間
二
郎
氏
に
新
人
４
氏
が
挑
む
構
図
が
見
え

て
き
て
い
る
。
※
９
月
22
日
起
稿

　２０
２
２
年
12
月
に
「
区

割
り
改
定
法
」
が
施
行
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
神
奈
川
16
区

だ
っ
た
相
模
原
市
緑
区
の
一

部
、
愛
甲
郡
（
愛
川
町
、
清

川
村
）
が
14
区
に
な
り
、

14
・
16
区
だ
っ
た
相
模
原
市

南
区
が
新
設
の
20
区
に
移
っ

た
。
新
た
な
14
区
の
選
挙
人

名
簿
登
録
者
数
と
在
外
登
録

者
数
の
合
計
（
９
月
２
日
時

点
）
は
、
40
万
３
４
３
５
人

と
な
る
。

　14区
は
２
０
１
２
年
以

降
、
小
選
挙
区
で
は
自
民
党

が
議
席
を
獲
得
し
続
け
て
い

る
。
21
年
に
行
わ
れ
た
前
回

の
総
選
挙
で
は
、
現
職
で
自

民
党
の
赤
間
氏
が
新
人
で
立

憲
民
主
党
の
長
友
克
洋
氏
と

の
一
騎
打
ち
を
制
し
、
５
回

目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
投

票
率
は
56
・
02
％
だ
っ
た
。

各
氏
の
コ
メ
ン
ト

　赤間
氏
は
内
閣
府
副
大

臣
、
総
務
副
大
臣
な
ど
を
歴

任
。
「
ま
ず
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
物
価
高
騰

対
策
が
最
優
先
。
次
に
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

る
少
子
化
対
策
に
力
を
注
ぎ

た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
も

重
要
な
課
題
」
と
話
す
。

　長友
氏
は
党
県
第
14
区
総

支
部
長
。
市
議
を
２
期
務

め
、
県
議
４
期
目
半
ば
の
21

年
に
辞
職
し
、
国
政
に
初
挑

戦
し
た
。
「
政
治
の
信
頼
が

失
墜
し
た
今
、
政
治
改
革
が

大
前
提
。
物
価
上
昇
、
実
質

賃
金
は
上
が
ら
ず
国
民
生
活

は
苦
し
い
。
生
活
支
援
や
経

済
対
策
が
必
要
」
と
話
す
。

　熊坂
崇
徳
氏
は
日
本
維
新

の
会
の
県
第
14
選
挙
区
支
部

長
。
11
年
か
ら
愛
川
町
議
を

務
め
、
23
年
に
相
模
原
市
中

央
区
か
ら
県
議
選
に
立
候
補

し
落
選
。
「
党
が
掲
げ
る
子

育
て
支
援
策
や
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
地
方
で
の
経
験

を
生
か
し
無
駄
の
削
減
に
取

り
組
み
た
い
」
と
話
す
。

　中村
圭
氏
は
日
本
共
産
党

神
奈
川
県
委
員
。
23
年
の
相

模
原
市
議
選
で
は
緑
区
か
ら

立
候
補
し
て
落
選
し
た
。

「
物
価
高
騰
、
低
賃
金
、
年

金
の
減
少
と
国
民
生
活
が
厳

し
く
将
来
が
見
え
な
い
。
生

活
が
楽
に
な
り
、
暮
ら
し
に

希
望
を
持
て
る
政
策
を
実
現

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　先沖
仁
志
氏
は
参
政
党
県

14
区
国
政
改
革
委
員
。
22
年

の
参
院
選
で
は
石
川
県
選
挙

区
か
ら
出
馬
し
落
選
。
「
国

民
の
政
治
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
く
。
投
票
率
の
低
い
現

状
で
は
自
公
政
権
を
強
く
す

る
だ
け
。
そ
し
て
消
費
税
減

税
で
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ

と
が
最
優
先
」
と
話
す
。

神 奈 川
1 4 区


